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身近にできるエコ活10
Eco
logy Activities

電気を大切にしよう
使わない部屋の電気を消したり、使わな
い家電のプラグをコンセントから抜いた
りしよう

シャンプーなどは
適量を使おう
シャンプーや洗剤は、使用上の注意をよ
く読んで、適量を使おう

冷暖房時は適切な
設定温度にしよう
冷房時の室温は 28℃、暖房時の
室温は20℃を目安に調整しよう

調理くずや油を
流さないようにしよう
調理した後のくずや天ぷらなどを揚げた
後の油をシンクに流さないようにしよう

家電は省エネタイプを
選ぼう
家電製品などを新しく買う時は、
省エネタイプのものを選ぼう

買いすぎないようにしよう
必要な分だけ計画的に買い物をしよう

エコドライブをしよう
自動車を運転する時は、やさしい発進
やブレーキを心がけ、無駄なアイドリ
ングをやめよう

環境美化活動に参加しよう
地域の環境美化活動や清掃活動に参
加しよう

自転車・バス・電車を使おう
できるだけ自家用車の使用を控え、
自転車・バス・電車などを利用しよう

ごみの分別をしよう
可燃ごみ、不燃ごみ、ペットボトル、アルミ
缶、ガラス瓶など、ごみと資源の分別を
しよう

「山から海まで　豊かな岡山を　次世代へ」の実現に向け、
身近にできることからエコ活（環境に優しい活動）をはじめてみよう

・古紙パルプ配合率
・森林認証材パルプと
　間伐材パルプ配合
・その他持続性を
　目指したパルプ配合
・塗工量

100％：（100点）

0％：（0点）

0％：（0点）
30g/㎡超：（0点）

100



ECO VISI ON 2040
計画の目的

岡山県環境基本条例の理念に基づき
環境の保全に関する施策を総合的
かつ計画的に推進します。

●環境の保全は、県民の健全
で恵み豊かな環境の恵沢を
享受する権利を実現し、健全
で恵み豊かな環境を将来の
世代へ継承する責任を果た
すことを旨として、行われな
ければならない。

●環境の保全は、社会経済活
動その他の活動による環境
への負荷をできる限り低減
することその他の環境の保
全に関する行動により、人と
自然との共生が確保される
とともに持続的に発展する
ことができる社会が構築さ
れることを旨として、すべて
のものの参加の下に行われ
なければならない。

●地球環境保全は、人類共通
の課題であるとともに県民
の健康で文化的な生活を将
来にわたって確保する上で
の課題であることにかんが
み、積極的に推進されなけ
ればならない。

岡山県環境基本計画
エコビジョン2040

目指す姿
（長期的な視点）

より良い環境に恵まれた
持続可能な社会

～山から海まで　　　　
豊かな岡山を

　　　　　次世代へ～

基本理念

2040年頃

©岡山県マスコット
「ももっち」と
「うらっち」

具体的な取組

令和７年度～令和１０年度
2025 年度～ 2028 年度

基本目標

横断的な視点
環境の未来を支える担い手づくり
環境の未来を創る経済振興

気候変動対策 ( 緩和・適応 ) の推進
循環型社会の形成
安全・安心な生活環境の保全と創出
自然と共生した社会の形成

基本目標：目指す姿の実現に向けた施策の柱
横断的な視点：基本目標を進める上での土台

体系図
目指
す姿
の具体的なイメージ

限りある資源を大切にする
意識や取組が浸透し、街や
海・山が、ごみのないきれい
な状態に保たれている社会

目指
す姿
の具体的なイメージ

きれいな空気や水に囲まれ、
安心して日常を過ごすこと
ができる健康的な社会

目指す姿の具体的なイメ
ージ

目指す姿の具体的なイメ
ージ

気候変動
対策

安全・安心な
生活環境

循環型
社会

未来を支える
担い手づくり

山から海まで
豊かな岡山を
次世代へ

未来を創る
経済振興

地球温暖化のリスクを誰
もが理解し、温室効果ガス
の排出をできるだけ抑え
た地球環境に優しい生活
スタイルが人々の間に定
着している社会

自然と共生した
社会

すべての県民が、環境に関する
問題を自分の事として捉え、行
動する社会

環境保全と経済成長が相互にプ
ラスをもたらしながら進んでい
る社会

目指す姿
の具体的なイメージ

豊かな自然や野生生物が大切
に守られ、自然とのふれあい
が人々に心の安らぎをもたら
すなど、人と自然が調和し共
生している社会



環境の未来を支える
担い手づくり

　環境の未来は、現在の取組の積み重ねの結果であることから、環境保全の取
組が、世代や立場を越えたあらゆる主体の参加と協働の下で進められるよう、
体験型の環境学習や環境教育のさらなる充実をはじめ、それらを担う指導者の
育成や、関係者間の連携・ネットワークの場の提供、地域活動等の自主的な取
組への支援など、担い手づくりに取り組みます。

●環境パートナーシップの形成促進
●地域課題解決型ビジネスの支援
●アダプト事業の推進
●イベント等のエコ化の推進

協働による環境保全活動の促進

●地域の特色を活かした良好な景観形成の推進
●快適な生活環境の保全

景観の保全と創造

●環境学習の機会の提供
●子どもたちの環境活動への支援
●スーパーエンバイロメントハイスクールの指定
●環境学習指導者の育成・活用

環境学習・環境教育の充実Ⅰ
横断的な視点

指標の例

Ⅰ
　地球温暖化防止の取組をさらに進めるため、再
生可能エネルギーの導入促進や省エネルギーの推
進のほか、脱炭素社会に向けたライフスタイルの定
着、森林保全等による吸収源対策などに取り組む
とともに、気候変動影響の被害を回避・軽減する
適応策についても、具体的な取組を進めます。

重点プログラム

●情報の発信と地域資源を活かした
　取組の推進
●太陽光発電の導入促進
●木質バイオマスのエネルギー利用促進
●地域ぐるみで進める再生可能エネルギー
　の導入

再生可能エネルギーの導入推進

●省エネルギーに配慮した住宅の普及拡大
●省エネルギー型機器等の普及拡大
●オフィスビル等の省エネルギー化の推進
●県有施設等の省エネルギー化の推進
●空港脱炭素化の推進

省エネルギーの推進

●アースキーパーメンバーシップ制度の推進
●デコ活の推進
●エコドライブの推進
●地球に優しい移動手段の選択

脱炭素社会に向けたライフスタイル・
ビジネススタイルの定着促進

環境に配慮した交通環境の
整備と活用の推進

●電気自動車等の普及促進
●県公用車へのエコカーの率先導入
●信号灯器の LED化の推進
●道路交通の円滑化の推進

●温室効果ガス排出量算定・報告・
　公表制度による排出削減
●フロン類の排出抑制の推進
●市町村の脱炭素化の支援
●公益的機能を高めるための森林整備の推進
●県民参加による森づくりの推進
●都市緑化等の促進

温室効果ガスの排出削減と
吸収源対策の推進

●適応計画の推進
●自然災害に対する適応の取組
●農林水産業における適応の取組
●健康に関する適応の取組
●自然生態系分野における適応の取組

気候変動への適応

指標の例

　資源循環等により環境への負荷を可能な限り
抑える“循環型社会”の形成に向け、キャンペー
ン等を通じた意識の醸成や実践行動への働きか
け、3R の促進、廃棄物の適正処理の推進などに
取り組むほか、災害時の廃棄物処理が円滑に行
えるよう、地域ごとの体制づくりを支援する取組
を進めます。

●循環型社会づくりに向けた
　処理システムの構築
●ごみの分別収集の徹底
●リサイクル関連法の周知・徹底

一般廃棄物の3Rの推進

重点プログラム

●「おかやま・もったいない運動」の推進
●食品ロス削減の推進
●循環資源マッチングシステムの利用促進

循環型社会実現に向けた
意識改革と実践

●一般廃棄物処理施設の
   計画的な整備の促進
●産業廃棄物処理業者等に対する
   監視・指導
●PCB廃棄物の計画的な処理の推進
●農業用使用済みプラスチックの
　適正処理の推進
●産業廃棄物の広域的な移動に対する対応

廃棄物の適正処理の推進

●排出事業者に対する指導・助言
●リサイクル関連法の周知・徹底
●3R等に関する広域ネットワークの形成
●公共工事に係る廃棄物の再資源化
●循環型社会形成推進モデル事業の推進

産業廃棄物の3Rの推進

●円滑な処理体制づくり

災害廃棄物に対する備え

●不法投棄等の防止と早期発見
●地域の活動の促進

不法投棄等の根絶と環境美化の推進

●海ごみ対策の推進
●プラスチック３Ｒの推進

海ごみ対策の推進

気候変動対策
（緩和・適応）の推進
気候変動対策
（緩和・適応）の推進基 本 目 標

Ⅰ 循環型社会の
形成基 本 目 標

Ⅱ

指標 現状
令和5年度(2023年度)

努力目標
令和10年度(2028年度)

海ごみ削減
キャンペーン等

によるごみの回収量
９２ｔ １２０ｔ

一般廃棄物の
排出抑制・
資源化率

96.7%
令和4(2022)年度

97%
令和９(2027)年度

産業廃棄物の
排出抑制・
資源化率

95.9%
令和4(2022)年度

97%
令和９(2027)年度

指標 現状
令和5年度(2023年度)

努力目標
令和10年度(2028年度)

県内の再生可能
エネルギー
導入量

4,452GWh 5,116GWh

アースキーパー
メンバーシップ会員数 １５,５３５人・事業所（累計） １８,０００人・事業所（累計）

電気自動車等
の普及台数 11,777台（累計） 29,200台（累計）

岡山県
温室効果ガス
排出量算定・報告・
公表制度の

対象となる事業所の
温室効果ガス
排出量

3,413万 t-CO₂
令和4(2022)年度

2,882万 t-CO₂
令和９(2027)年度

おかやまプラスチック
３Ｒ宣言事業所登録数 １,３２５事業所（累計） １,８００事業所（累計）

4つ 基本目標との の横断的な視点2つECO VISION 2040



イラストのタッチを他に合わせるように調整中

指標の例

100%

22,000人

　大気や水などの生活環境の安全・安心を守るた
め、PM2.5 対策をはじめ、児島湖や瀬戸内海の再
生、工場への指導等を通じた土壌汚染対策、騒音・
振動・悪臭の防止、アスベストやダイオキシン類等
の有害化学物質による環境汚染の防止、環境放射
線の監視など、様々な対策を講じます。

●生活排水対策の推進
●工場・事業場対策の推進

水環境の保全

重点プログラム

●沿岸域の環境の保全、再生及び創出
●水質の保全及び管理
●瀬戸内海の自然景観及び
   文化的景観の保全
●水産資源の持続的な利用の確保

瀬戸内海の保全と再生

●児島湖再生の推進
●児島湖流域下水道事業の推進

児島湖水質保全対策の推進

●工場・事業場対策の推進

土壌・地下水汚染の防止

●道路交通、航空機、新幹線鉄道の
　騒音・振動対策
●騒音・振動・悪臭に係る規制地域の
　適切な指定

騒音・振動・悪臭の防止

●環境放射線の監視測定の実施

環境放射線の監視

●有害大気汚染物質対策の推進
●化学物質環境モニタリングの実施
●アスベスト対策の推進

有害化学物質による環境汚染の防止

●工場・事業場対策の推進
●光化学オキシダント対策の推進
●微小粒子状物質（PM2.5）対策の推進
●ディーゼル自動車粒子状物質
　削減対策の推進

大気環境の保全 指標の例

　人と自然が共生した社会を目指し、自然公園の
保護や魅力向上による利用促進、希少野生動植物
など野生生物の保護と管理、体験や学習等を通じ
た自然とのふれあいの推進、里山の保全やみどり
の創出など、本県の豊かな自然や優れた景観を守
り、親しみ、次代へつないでいく取組を進めます。

●レッドデータブックの充実と活用
●希少野生動植物の保護
●鳥獣保護対策の推進
●特定鳥獣保護・管理対策の推進
●狩猟者の確保
●外来生物に関する普及啓発等の推進

野生生物の保護と適正な管理の推進

重点プログラム

●農地・農業用水等の保全
●都市と農村との交流推進

里地・里山の保全

●自然環境学習等の推進
●自然とふれあえる体験の場や機会の充実

自然とのふれあいの推進

●森林の整備による快適な環境の保全
●都市と近郊のみどりの創出
●緑化活動の推進
●生物多様性の保全

水とみどりに恵まれた環境の
保全と創出

●自然公園等の魅力向上に向けた取組
●自然と調和した開発の指導

自然公園等の保護と利用促進

©岡山県マスコット
「うらっち」と「ももっち」

基 本 目 標
Ⅲ 自然と共生した

社会の形成基 本 目 標
Ⅳ

※1：令和 2(2020) 年度～令和 5(2023) 年度の平均値
※2：令和 7(2025) 年度～令和 10(2028) 年度の平均値
※３：令和 3（2021）年度～令和 5(2023) 年度の平均
※４：令和 7（2025）年度～令和 10(2028) 年度の累計

指標 現状
令和5年度(2023年度)

努力目標
令和10年度(2028年度)

工場・事業場の
排ガス

基準適合率
100% 100%

児島湖の
透明度 0.7m 0.8m

指標 現状
令和5年度(2023年度)

努力目標
令和10年度(2028年度)

自然公園
利用者数

950万人
令和 4(2022) 年

1,140万人
令和 9(2027) 年

168万人
令和 9(2027) 年

少花粉スギ・
ヒノキ苗木による
植替えの面積

137ha※3 800ha※4

長距離
自然歩道の
利用者数

身近な自然
体験プログラムの
参加者数

38,873人※1 30,100 人※2

１３１万人
令和4(2022)年

安全・安心な生活環境の
保全と創出
安全・安心な生活環境の
保全と創出

オキシダント
情報等メール配信
登録者数

２１,２８８人（累計） ２６,０００人（累計）

　世界の潮流や全国的な動きも捉えながら、県内においても、経済の成長・発
展と環境の保全の両立が図られるよう、環境関連分野の新技術や研究開発に
取り組む事業者への支援や、環境と好循環する農林水産業の振興、環境負荷
の少ない経営を認証する制度の普及促進などの取組を進めます。

●中小企業の新エネルギー設備導入等の支援
●脱炭素関連分野に関する新技術等の
　研究開発の支援
●電気自動車等の普及と技術開発
●循環型産業クラスターの形成
●木質バイオマス由来の新素材の活用推進
●コンビナートの脱炭素化・高効率化の推進
●脱炭素経営に向けた支援

経済成長と環境負荷低減の両立
●環境保全型農業の推進
●魅力ある林業の実現

環境と好循環した農林水産業の振興

●環境マネジメントシステムの普及拡大
●事業者による環境コミュニケーションの推進
●環境影響評価の適正な実施
●「岡山県グリーン調達ガイドライン」に基づく取組の推進

環境に配慮した事業者の育成・拡大

環境の未来を創る
経済振興Ⅱ

横断的な視点

4つ 基本目標との の横断的な視点2つECO VISION 2040

工場・事業場の
排水基準適合率 ９６.５% ９８%




